
別記様式第３号（第 16条関係） 

 

提案型公共サービス民営化制度 協議及び審査結果表 

 

団体及び 

代表者氏名 
社会福祉法人 福知山市社会福祉協議会 会表 夜久 豊基 

事業名 要配慮者避難生活支援サポーターの確保・養成事業 

事業所管課 福祉保健部地域包括ケア推進課 

 

１ エントリー段階（※制度所管課が記入して提案者へ連絡） 

主な協議内容 
・提案内容の確認 

・構成員の確認 

協議結果 

■エントリーシート受理    □不受理 

（不受理の場合の理由） 

 

事業所管課 福祉保健部地域包括ケア推進課 

 

２ 提案内容の詳細に係る協議（事業所管課が記入→提案者の確認→制度所管課へ提出） 

主な協議内容 

【令和５年８月７日】 

※別事業で提案があったシェア福知山会議を含めた３者協議を行う。 

・要配慮者の個別避難計画運用の目的についての共通認識 

・それぞれの提案内容の確認と３者の役割分担の確認 

・各事業実施にあたっての市への確認、要望事項 

 

【令和５年９月１５日】 

・福祉避難所の受け入れ体制等運用マニュアルの確認 

・社会福祉施設と市で締結している福祉避難所の協定内容の確認 

・サポーター養成研修カリキュラムの内容協議 

 

【令和５年１０月１１日】 

・審査会に向けた目標設定、団体の強み等プレゼン内容の詳細確認 

・審査結果の通知、予算編成等、今後の流れの確認 

協議結果 

■委託事業として審査する    □次年度へ向けて継続協議 

□その他            □協議不成立 

（決定に至る理由、特記事項等） 

・提案内容について担当課の思いと合致すること、事業の実現性が確認

できたため 



３ 審査結果（制度所管課が記載し、提案者及び所管課へ連絡） 

実施日時 令和５年１０月１８日 

主な指摘事項 

・避難生活サポーターの責務について、提案団体と担当課の認識に齟

齬が生じないよう、事業化に向けたすり合わせが必要。 

・地域との関係が深い社会福祉協議会からの本提案は有効であると考

える。 

・専門的人材の確保が市の課題である。 

・大切な事業であるが、サポーターの確保は困難がつきまとうことか

ら、社会福祉協議会と市の協力が必要である。 

審査結果 

■採択（条件 □有 ■無） □不採択 □その他（     ） 

（条件、特記事項、不採択の場合は理由） 

 

注１）協議や審査の段階ごとに必要な事項を記入すること。 

注２）審査終了後、この別記様式は制度所管課、事業所管課、提案者の確認を得た上で公表

する。 

 

表記方法を統一してみました。 


